
 

 

・養正道場は昭和15年にできて、伊勢神宮に鏡を受けに校長先生が行かれました。 

南校の生徒全員の出迎えを受けて直方駅から養正道場に持ち帰りました。生徒はそれから修

身の時間には畳の上にきちんと座って修身の授業を受けました。悪いことをした時は先生に

連れていかれて叱られよりましたので、おそろしい所だと記憶が残っております。女の子は

毎日「ぬかぞうきん」をかけて板張りを磨きに行きよりました。校長訓話は、6 年生の時、

養正道場でありよりました。  

                            


